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人
口
減
少
と
高
齢
化
、
少
子
化
が
同
時
進
行
す
る
時
代
。

都
市
の
あ
り
よ
う
は
、
集
中
投
資
さ
れ
る
大
都
市
と
、
放

棄
さ
れ
る
土
地
さ
え
続
出
す
る
地
方
都
市
と
で
二
極
化
す

る
。
格
差
が
広
が
る
国
土
構
造
の
中
で
、
次
世
代
の
都
市

づ
く
り
と
官
民
連
携
の
姿
に
つ
い
て
5
回
の
連
載
で
解
き

明
か
す
（
5
回
連
載
）。

1
．2
0
3
0
年
の
人
口
の
動
向

　

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
2
0
3
0
年
」
は
、
こ
れ

か
ら
16
年
後
で
あ
る
。
わ
が
国
の
人
口
は
現
在
、
約
1

億
3
0
0
0
万
人
。
16
年
後
の
2
0
3
0
年
に
は
8
％

減
、
さ
ら
に
そ
の
16
年
後
（
2
0
4
6
年
）
に
は
13
％

減
の
1
億
1
2
0
万
人
と
な
り
、
後
半
の
16
年
は
前
半

の
約
1
・
5
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が
進
む
（
図
表

1
）。
2
0
1
0
年
の
総
人
口
を
1
0
0
と
し
た
と
き
の

2
0
3
0
年
の
指
数
を
見
る
と
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、

滋
賀
、
沖
縄
な
ど
一
部
の
地
域
で
は
、
ま
だ
人
口
減
少
は

目
立
っ
た
状
況
に
は
な
い
が
、
秋
田
（
76
・
2
）、
青
森

（
79
・
0
）
な
ど
、
20
％
以
上
の
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

る
地
域
で
は
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
に
人
口
減
少
を
実

感
す
る
光
景
が
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（
図
表
2
）。

　

一
方
、
全
国
の
高
齢
化
率
は
、
2
0
1
4
年
の
26
・
1

％
か
ら
、
2
0
3
0
年
に
は
31
・
6
％
、
2
0
4
6
年
に

は
37
・
9
％
と
な
り
、
お
よ
そ
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

と
い
う
状
況
で
あ
る
（
図
表
3
）。
さ
ら
に
問
題
は
、
高

齢
者
の
絶
対
数
の
増
加
で
あ
る
。
2
0
1
0
年
を
基
準
と

し
た
2
0
3
0
年
の
高
齢
者
数
の
基
準
値
は
、
神
奈
川
、

埼
玉
、
千
葉
な
ど
の
首
都
圏
で
軒
並
み
1
3
6
〜
1
3
9

で
あ
り
、
20
年
間
で
4
割
弱
と
い
う
急
増
ぶ
り
で
あ
る

（
図
表
4
）。
こ
れ
で
は
、
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
量
が
追
い
つ
か
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う

と
し
て
社
会
保
障
費
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
都
市
づ

く
り
の
た
め
の
財
政
的
な
余
力
を
持
て
な
い
都
市
が
続
出

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
た

都
市
の
規
模
縮
小
を
図
る
一
方
で
、
都
市
機
能
の
付
加
価

値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
「
縮
退
戦
略
」
が
求
め
ら
れ
る
。

2
．2
0
3
0
年
の
都
市
づ
く
り
の
ト
レ
ン
ド

　

以
上
の
現
状
を
踏
ま
え
た
と
き
、
2
0
3
0
年
に
お
け

る
わ
が
国
の
都
市
づ
く
り
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
展
開
が
見
込
ま
れ
る
。

（
1
）徹
底
し
た
都
市
の「
効
率
化
、合
理
化
」が
進
む

　

ま
ず
、
一
般
的
な
都
市
の
状
況
と
し
て
、
高
齢
化
率
の

上
昇
に
よ
り
社
会
保
障
費
の
負
担
が
増
加
し
、
都
市
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
、
合
理
化
の
必
要

性
に
直
面
す
る
。
ハ
コ
モ
ノ
の
新
規
建
設
は
行
わ
ず
、
最

低
限
の
維
持
・
補
修
に
絞
り
込
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設

都
市
の
二
極
化
時
代
、「
縮
退
戦
略
」を
実
現
す
る
官
民
連
携

亀
山
典
子

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

都
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・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ 

マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
め
や
ま
・
つ
ね
こ　
1
9
9
8
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慶
應

義
塾
大
大
学
院
修
了
、日
本
総
合
研
究
所

入
社
。市
町
村
合
併
、総
合
計
画
策
定
、行

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
実
績
多
数
。現
在
、
P
F
I
事
業
、ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
戦
略
等
に
お
い
て
官
民
連
携

を
担
当
。

　

月
曜
連
載

2
0
3
0
年　
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
と
官
民
連
携
①
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の
民
間
転
用
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
、
財
政
破

綻
を
き
た
す
自
治
体
も
多
数
出
現
す
る
だ
ろ
う
。「
行
革

は
十
分
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
自
治
体
も
多
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
抱
え
た
過
剰
な
公
共

施
設
の
統
廃
合
、
広
域
利
用
に
よ
っ
て
廃
止
で
き
る
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
、
類
似
し
た
公
共
施
設
の
運
営
の
一
本

化
な
ど
、
効
率
化
、
合
理
化
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

（
2
）複
合
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
集
中
投
資

　

さ
ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
可
能
な
限
り
ま
ち
の
中
心
部
に
人
や
施
設
を
集
約

化
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

集
約
化
、
複
合
化
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
「
複
合

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
が
生
ま
れ
る
。
福
祉
施
設
や
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等
、
高
齢
化
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
は
じ
め
、
職
住
近
接
に
よ
っ
て

子
育
て
支
援
施
設
な
ど
を
併
設
し
た
業
務
ビ
ル
や
商
業

施
設
も
整
備
さ
れ
、
働
き
や
す
く
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
整
備
が
進
み
、
人
々
の
生
活
水
準
に
対
す
る
満
足
度

（
Q
O
L
）
を
高
め
る
都
市
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
環
境
配
慮
の
住
宅
や
ビ
ル
、
利
便
性
の
高
い
情

報
通
信
環
境
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
防
災
面
へ
の
配
慮
の
行

き
届
い
た
住
環
境
、
業
務
環
境
を
整
備
し
、
人
々
の
生
活

に
必
要
な
商
業
機
能
や
公
共
施
設
も
複
合
化
す
る
な
ど
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

市
街
地
が
整
備
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
当
該
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
地
域
公
共
交
通
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
こ
の
沿
線
に

住
宅
地
や
業
務
地
域
が
さ
ら
に
集
約
化
さ
れ
る
動
き
が
進

む
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
人
や
施
設
、
地
域
交
通
網
を
包
括
的
に

集
約
化
し
て
い
く
「
複
合
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
、

「
周
辺
地
域
の
切
り
捨
て
」
と
の
批
判
に
加
え
、
地
権
者

と
の
調
整
が
困
難
な
事
情
な
ど
も
あ
り
、
急
速
な
進
展

を
み
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、（
1
）

で
も
述
べ
た
都
市
の
効
率
化
、
合
理
化
の
背
景
が
あ
る
限

り
、
ま
た
土
地
を
継
承
す
る
世
代
が
減
少
す
る
限
り
は
、

こ
の
大
き
な
流
れ
は
総
じ
て
進
ん
で
い
く
と
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
中
心
部
の
資
産
価
値
を
高
め
、
人
々
の

Q
O
L
向
上
に
つ
な
が
る
地
域
を
投
資
対
象
と
し
て
厳
選

し
、
生
き
残
り
を
か
け
て
い
く
の
が
、
一
般
的
な
都
市
の

図表1　総人口の推移（推計）

図表2　2010年の総人口を100としたときの2030年の指数

資料：国立社会保障・人口問題研究所の推計を基に作成
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姿
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
3
）ミ
ッ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス
型
土
地
利
用
と
荒
廃
地
対
策

　

上
記
の
通
り
中
心
部
に
人
や
施
設
を
集
約
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
エ
リ
ア
の
機
能
は
複
合
化
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、「
商
業
」「
住
宅
」「
工
業
」「
農
業
」
と
用
途
別
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
土
地
利
用
で
は
立
ち

行
か
ず
、
自
治
体
は
複
合
的
な
用
途
（
ミ
ッ
ク
ス
ト
ユ
ー

ス
）
を
前
提
と
し
た
、
新
た
な
土
地
利
用
を
示
し
て
い
く

必
要
に
迫
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
部
で
は
荒
廃
が
進
み
、
放
棄
さ
れ
た
農

地
や
宅
地
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
景

観
の
悪
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
治
安
面
や
不
法
投
棄
の

リ
ス
ク
な
ど
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
都
市
の
資
産
価
値

の
毀き

そ
ん損

を
招
い
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
民
有
地
で
あ
っ

て
も
、
公
共
的
な
資
産
価
値
に
悪
影
響
が
あ
る
場
合
は
、

行
政
に
よ
る
処
分
、
活
用
を
認
め
る
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む
地
域
で
は
、
荒
廃
を

止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
周
辺
部
に
お
け

る
土
地
利
用
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
荒
廃
地
の
収

用
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
ス
ラ
ム
化
を
防
ぎ
、
適
切
に
緑

地
や
農
地
と
し
て
有
効
活
用
す
る
方
策
が
必
要
と
な
る
。

（
4
）東
京
に
集
中
投
資
、地
方
で
も
進
む「
選
択
と
集
中
」

　

一
方
、
大
都
市
で
あ
る
東
京
に
目
を
転
じ
る
と
、
世
界

の
都
市
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
（
森
記
念
財
団
）
に
お
い
て
現

在
の
地
位
（
4
位
）
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
、

集
中
的
に
投
資
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ

け
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
新
興
国
の
急
激
な
経
済
成
長
を

受
け
て
、
観
光
客
数
や
国
際
会
議
数
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
本
社
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
東
京
は
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
国

土
計
画
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
」
と
い
う
思
想
は
、
も
は
や
捨
て
ざ
る
を
得
ず
、
ま
ず

は
国
と
し
て
富
を
稼
ぐ
た
め
の
東
京
に
集
中
投
資
し
、
地

方
都
市
に
お
い
て
も
投
資
対
効
果
の
高
い
地
域
を
選
択
す

る
な
ど
、
財
政
難
を
前
提
と
し
た
厳
し
い
「
選
択
と
集

中
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

東
京
は
投
資
対
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
前
項
で
述

べ
た
効
率
化
、
合
理
化
を
目
的
と
し
た
一
般
的
な
都
市
の

図表3　全国の高齢化率（推計）

図表4　2010年の65歳以上を100としたときの2030年の指数

資料：国立社会保障・人口問題研究所の推計を基に作成
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ま
ち
づ
く
り
と
は
、
明
ら
か
に
二
極
化
し
て
い
く
。

3
．官
民
連
携
の
大
き
な
三
つ
の
変
化

　

以
上
を
前
提
と
し
た
と
き
、
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
官

民
連
携
（
N
P
O
等
と
の
連
携
を
含
む
）
の
在
り
方
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
三
つ
の
点
で
異
な
っ
て
く
る
。

　

一
つ
目
は
資
金
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
都
市
づ

く
り
の
官
民
連
携
に
お
い
て
は
、
官
の
資
金
（
税
金
）
に

よ
っ
て
行
う
公
共
事
業
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
後
は
官

に
そ
の
よ
う
な
余
力
は
な
く
な
り
、
民
の
資
金
に
よ
っ

て
民
が
整
備
す
る
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

1
0
0
0
兆
円
も
の
国
の
債
務
残
高
を
考
え
た
と
き
、
ひ

と
た
び
国
債
の
信
用
に
支
障
が
あ
れ
ば
、「
官
」
の
信
用

力
に
基
づ
く
事
業
が
展
開
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
民
間
主
導
で
採
算
可
能
な
大
都
市
で
の
都
市

開
発
や
、
今
後
も
需
要
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
公
的
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
民
の
資
金
を
活
用
し
て
い
く
流
れ
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を
高
め
る
民

の
役
割
の
拡
大
で
あ
る
。
上
記
の
通
り
、
民
の
資
金
に
よ

っ
て
民
が
整
備
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
例
え
ば
、
ハ
コ

モ
ノ
一
つ
を
と
っ
て
も
、
整
備
や
維
持
管
理
の
在
り
方
、

統
廃
合
や
運
営
の
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
工

夫
な
ど
、
官
か
ら
の
要
請
が
な
く
と
も
、
民
の
裁
量
に
よ

っ
て
よ
り
よ
い
手
法
を
提
案
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ひ

い
て
は
こ
れ
が
、
都
市
開
発
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

民
間
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
に
つ
な
が
る
た
め
、
民
に
よ
る

公
的
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
共
同
事
業
者
と
し
て
の
官
民
の
融
合
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
な
新
た
な
土
地
利
用
や
荒
廃
地
の
対

策
、
中
心
部
に
お
け
る
資
産
価
値
向
上
の
た
め
の
事
業

等
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
方
策
が
求
め
ら
れ
る
都
市

づ
く
り
に
あ
っ
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
「
官
」
が
発
注
内

容
を
あ
ら
か
じ
め
確
定
し
、「
民
」
が
こ
れ
を
受
注
す
る

と
い
う
構
図
で
は
対
応
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
官
民
が

互
い
に
知
恵
と
金
を
出
し
合
う
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
J
V
）
型
の
事
業
も
想
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
横
浜
市
の
新
庁
舎
建
て
替
え
事
業
で
は
、
民
間
か

ら
の
提
案
を
早
い
段
階
で
受
け
、
事
業
手
法
等
に
つ
い
て

官
民
が
対
話
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
方
式
を
取
っ
て
い
る
。

公
平
性
の
担
保
や
対
話
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
未
知
の
都
市
づ
く
り
の
方
策
を
出
す
た
め
に

は
、
今
後
は
こ
う
し
た
方
式
も
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
官
が
提
供
す
る
基
本
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
民
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
る
た
め
に
、
公
物
管
理
法
の
改
正
な

ど
積
極
的
な
規
制
緩
和
も
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
「
縮
退
戦
略
」
は
、
こ
れ
ま

で
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
都
市
づ
く
り
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
官
民
ど
ち
ら
か
に
正
解
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

相
互
に
知
恵
を
出
し
合
う
、
あ
る
い
は
機
動
力
の
あ
る
方

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
つ
と
い
う
柔
軟
な
姿
勢
が
現
実
的

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
官
民
連
携
は
、
地
域
課
題
や
事
業

内
容
、
経
済
情
勢
等
に
よ
っ
て
、
官
民
の
領
域
は
常
に
変

更
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
状
況
に
応
じ
て
」
官
民
連
携

の
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う
感
覚
が
必
要
と
な

る
。4

．今
後
の
連
載
の
流
れ

　

以
降
の
連
載
で
は
、
上
記
で
述
べ
た
「
地
域
課
題
や
事

業
内
容
、
経
済
情
勢
等
に
よ
っ
て
、
官
民
の
領
域
は
常
に

変
更
さ
れ
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
ご
と
に
考
察
す
る
。
第
2

回
は
「
地
方
都
市
」
に
お
い
て
中
心
部
へ
の
集
約
化
と
公

共
施
設
の
効
率
化
の
進
め
方
等
を
描
く
。
第
3
回
は
国
際

競
争
力
を
牽け

ん
い
ん引

す
る
「
東
京
」
を
テ
ー
マ
に
、
民
間
主
導

に
よ
る
都
市
開
発
を
推
進
す
る
た
め
の
大
幅
な
規
制
緩
和

や
特
区
等
の
在
り
方
と
官
の
役
割
を
示
唆
す
る
。
第
4
回

は
、
都
市
一
般
の
中
心
部
に
お
い
て
人
や
施
設
の
集
約
化

が
進
む
中
で
、
都
市
機
能
の
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

取
り
上
げ
る
。
第
5
回
で
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

民
の
領
域
が
広
が
る
中
で
、
民
に
期
待
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の

官
民
の
対
話
の
在
り
方
を
描
く
。

　

本
稿
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
と
官
民
連
携

の
在
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。


